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1.はじめに

身体は,James(1890)以来,自我或いは自己の重要な

部分として,或いはその発達の核になるものとして考え

られている(柴田,1990)｡自分というものを問題 とする

時,身体は重要な位置を占めると言えよう｡

ところで,青年期の大まかな特徴は,思春期がいずれ

かといえば心理 ･生物学的な規定要因が強いのに対し,

心理 ･社会的な規定要因が強い時期と捉えることができ

る｡青年期においては,存在世界の中で｢他ならぬ自己｣

を意識し同定していかねばならない,体験主体 としての

自己の問題が重要だと思われる｡

一般に青年期は前期,中期,後期にわけられる｡青年

後期 (lateadlescence)とは17歳前後から22歳前後 (高

校後半から大学時代)を指す｡精神分析学的理解におい

ては,青年期後期では新たに出現してきた様々の自我機

能を統合し,人格にまとまりと連続性 と不変的構造とを

形成することが中心的な課題になるという｡この仕事は

中期から始められているが,後期はその最終的な仕上げ

の時期であると言われている｡また,青年期は身体発育

が本人に自覚的に経験され,自分の身体像(bodyimage)

の形成 という新しい問題に直面する｡故に自己の身体を

どのように認知し,評価するかということが最も重要(栄

田,1990)だと考えられる｡そして,身体 と自己の関わ

りを強 く意識すると同時に,対人関係の拡大を経験する

時期でもあることから,青年期後期における身体像,自

己,他者との関係を研究することは有意義だと思われる｡

2.身体像 (bodyimage)の定義

身体像 (bodyimage)の研究は脳病理学から始まり精

神病理学や心身医学の領域にまで至っている｡研究者に

より術語の用い方に若干の相違はあるが,身体知覚(body

perception),身体概念(bodyconcept),身体意識(body

corpqreal(awareness))などの術語も身体像 とおおむね

同じ内容を表している (小出,1976)と言われてい･る｡

これは,脳病理学者で あ り,.精神分析学にも精通 した

Schilder(･1935)が使い始めた概念であるが,彼は身体像

を｢我々が我々の心の中で形成する我々自身の像(picture)

であり,身体の自己現出 (self-appearance)である｡そ

れには心像や表象が深 く関わっている｣と述べている｡

またSmythies(1953)は,身体像を ｢視覚的,心的ない

●し記憶心像であり,体験-されるべきものである｣と定義

しているが,それは ｢身体の意識の中へのあらわれで常

に変化する心像｣(Fedem,1953)とも言えるであろう(増

補版精神医学事典,1985)0

簡単に述べると身体像 とは ｢個々人が自分自身の身体

について持っている心像 (image)｣ (小野,1987)と考え

られる｡さらに詳しく見ていくと,Fisher(1970)は,｢身

体は他の何ものよりも自分に心理的に近いめで (自己同

-性や存在そのものから切 り離すことができないほど),

自分の関心や欲求をありのままに投影する特別あつらえ

のスクリーンの役を果たす｣と述べている｡また野辺地

(1972)は,｢各個人が空間的に自分自身の外貌について

もっている心像であって,それは身長,体重,体格,容

貌,毛髪,眼,皮膚など身体のあらゆる部分にわたって

存在するものである｣ としている｡

忠井 (1994)は,｢『胸のかたち山 『脚のかたち』など

の身体外表面の表す体型的イメージだけでなく,『心臓の

はたらき』など体内に存在する内臓の機能イメージ,ま

(1)
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た 『足の力』といった身体の動的イメージ,さらに 『健

康｣など自己の身体と密接に関連する概念的イメージを

も内包するものである｣と定義している｡

3.自己受容 (acceptanceofself),他者受容

(acceptanceofothers)の定義

個人の自己意識 (対象としての自己及び自己の行動に

関する知覚や,それに対する態度,感情,評価)は,他

者を認知する時に大きな影響をもつと思われる｡

他者を認知する際,ありのままの事実を歪めることな

く受け入れ知ろうとする構えと,自己自身を受け入れる

態度が結びついていることを示しているのが,自己喪容

と他者受容の関係であると言えよう｡また,受容は自己

及び他者に対する態度を決める最も基本的な個人の構え

と考えられる｡

Maslow(1954)は,健康な人間は自分自身やその性質

を無念さや不平を感じずに,また,その間題についてあ

まり深 く考えることなく受け入れることができると述べ

ている｡さらに健康な人間は欠点をすべて認めた上で,

理想の姿とは食い違っていることを承知しながらも自身

の人間性を受け入れることができると述べている｡

自己受容とは臨床心理学的には ｢ありのままの自己を

評価することなく,あるがままに受け入れること｣.と言

えよう｡Sheerer(1949)は,自己受容を ｢自分自身の感

情,動機,社会的及び個人経験を基本的な感官的素材(the

basicsensorydata)を歪曲することなしに知覚すること｣

と定義している｡またRogers(1959)は ｢クライエント

が価値ある1人の人間として非難よりもむしろ尊敬に値

するものとして自分自身を知覚すること｣,｢自分の基準

を他人の態度や願望に基づいたものとしてではなく,む

しろ自分自身の経験に基づくものとして知覚すること｣

と定義している｡

Rogers(1951)は,他者受容については,その概念は

厳密に言えば知覚的概念ではないけれども,たくさんの

知覚的要因が含まれていると述べている｡まず第 1に他

人を価値のある人間として,基本的な人間性をもつもの

として知覚する度合,第2に自分自身の意見,信念,価

値観および行動基準をもつ権利のある人として他人を知

覚するということ,第13に独立した,自己指示的な人間

として他人を知覚するということが含まれているとして

いる｡また,Berger(1952)はSheererの20の自己受容の

定義と10の他者受容の定義を要約,修正し,自己受容を

9つの視点,他者受容を7つの視点から定義している｡

以下にそれを示す (訳は吉田 ･津野 ･服部(1992)によ

る)0

a.自己受容の定義- ｢自己受容する人は,｣

(1)自分の行動のガイドとして,外部の圧力よりも自己

の内面における諸価値や諸基準を,最も基本的なも

のとして信頼する｡

(2)人生を生きぬいていく自分の能力を信頼する｡

(3)自分自身の行動の結果に責任を負い,そしてそれを

受け容れる｡

(4)他人からの賞賛や批判を客観的に受け容れる｡

(5)自分自身について兄い出す感情,動機,限界,能力,

望ましい性質を否定したり,歪曲しようとしないで,

むしろ,自己非難することなしにすべてを受け容れ

る｡

(6)他人と同じ水準で自分自身を価値ある一人の人間だ

と思える｡

(7)自分を拒否する何らかの理由を他人に与えようと与

えまいと,他人が自分を拒否することを予期しない｡

(8)自分自身を,他人と全く違っているとか,｢変わり者｣

だとか,自分の反応において概して異常だとか,み

なさない｡

(9)内気でも,自意識過剰でもない｡

b.他者受容の定義- ｢他人を受容する人は,｣

(1)他人の行動や基準が自分自身の.もつものと相反して

いると思える時でも,他人を拒否したり,憎んだり,

否定的な判断を下さない｡

(2)他人を支配しようとしない｡

(3)他人のために責任を負おうとしない｡

(4)他人の価値を否定しないし,人間として他人が自分

と平等であることを否定しない｡ただし,このこと

は,特定の業績については,平等だということを意

味するわけではない｡自分が出会う人々に対して優

っているとも劣っているとも感じない｡

(5)他人の役に立ちたいという強い願いを示す｡

(6)他人に旺盛な興味を持ち他人とお互いに満足のいく

関係を築きたいという強い願いを示す｡

(7)自分自身の幸福の向上を図ろうとするときに,他人

の権利を侵害しないように気をつける｡

4.先行研究について

(1)身体像に関する先行研究

身体像についての心理学的研究は,Secord&Jourard
(1953)に始まる｡彼らは自ら考案したBody-cathexis

scale(身体部位に対する満足度評定)とSelf-cathexis

scale(自己概念の成熟を示す)を使用した研究から,身

体についての感情と自己についての感情は高い正の関係

にあることを見出した｡大石 (1983)はこのスケールを

参考にした尺度を使用して,大学生において男子が女子

より有意に身体満足度が高いという結果を見出している｡

(2)
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また,柴田 (1990)は青年を対象として,身体満足度と

対人不安及び自己開示行動の様式の関係について研究し

ているが,身体満足度が低い者は,高い者と比べて対人

場面において不安や緊張を感じると述べている｡秋山,

藤本 (1990)は,身体像を正確に認知する者 (理想身体

像と現実身体像との関連において)は,適応性が高く,

対人関係場面における自己の柔軟性と関連づけられるこ

とを示唆している｡

(2)自己受容,他者受容に関する先行研究

自己受容と他者受容に関する研究では,前者が増大す

ると必然的に後者 も増大するものであると,Fromm

(1939),Rogers(1949),Maslow,Horney(1937)等

によってすでに論じられてきている｡また先述したBerger

は主に大学生を対象にして自己受容と他者受容の関係を

検討し,両者の間に正の相関を見出してお り,Phillips

(1951)も同様の結果を得ている｡Sheererは,クライエ

ント中心療法において生起する自己受容と他者受容の変

化について研究している｡彼女は10のカウンセリング ･

ケースを用いて研究しており,その始まりから終結まで

の間に測定された限りの自己受容および自己尊重は,か

なり規則的な上昇を示し,他者受容もまた,始まりから

終結までの間に顕著ではあるが,いささか規則的でない

上昇を示したと述べている｡

Stock(1949)の研究がさらに明らかにしていること

は,他者受容,他人に対する感情,他人知覚などが,自

己受容,自己についての感情,自己知覚などの度合いと

正の有意な相関関係をもっているということである｡

適度に自己受容している人は対人関係が円滑に進めら

れ,他者を受け入れることができる (加藤,1977)とい

う｡これらの研究は,自己受容することが,積極的で良

好な対人関係の構築に寄与することを明らかにしている

と思われる｡

(4)身体像と受容性に関する先行研究

藤岡 (1989)は,高校生を対象にして身体像と自己受

容の関係について研究している｡高2男子は身体満足度

と自己受容との関連性が弱く,身体についてのこだわり

が必ずしも否定的な自己認識に結びついていなかったと

いう｡一方,女子は全体的に身体についてのこだわりが

自己概念に影響を与え,あるがままの自己認識が困難に

なると考えている｡

また,伊原 (1992)は,中学生,高校生,大学生,社

会人を対象に身体像と自己受容,自己肯定感,共感性の

関係について横断的に研究している｡自己の身体側での

イメージの肯定感が精神の側で捉えた自己の肯定感と関

連していること,身体像と他者への共感性が関係してい

(3)
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ること等が示唆されている｡また,どの年齢段階におい

ても身体に対する肯定感が自己に対する肯定感の基礎で

あり,また自己の身体が他者理解の基盤になると述べて

いる｡

目的

これまでの研究では,身体像の満足度は性差が認めら

れ,身体像の満足度と自己受容,また自己受容と他者受

容との関係については正の相関あることが認められてい

る｡しかし,身体像の満足度と他者受容との関係につい

ての研究はほとんど見当たらない｡そこで筆者は,身体

像の満足度と他者受容の関係を捉えたいと思う｡青年期

の自己は常にその背後に身体を裏づけとしてもっている

と考えられている｡この意味で身体は,自己のシンボル

であると言えよう｡また,身体は自己を最も具体的に自

他に示すものであり,他者によって直接見られ触れられ

る社会的対象でもある (上野,1975;野辺地,1964)と

言われている｡従って身体像は,社会的自己の最も具体

的な部分であると捉えることができ,その人の対人関係

のあり方に影響を及ぼすものと考えられる｡身体が自己

の一側面であるなら,身体と他者との関係は,｢形あるも

のである他の諸存在への接近と親和の契機｣(市川,1975)

となり,身体を通して我々は他者を理解できる (伊原)

と思われる｡

以上を踏まえると,身体が ｢自己｣の一部分であるこ

とと,自己受容と他者受容との間に相関関係があること

から,身体像の満足度と他者受容においても相関関係が

成 り立つと思われる｡

また本研究において使用する ｢自己 ･他者受容尺度｣

は,その妥当性測定にあたり吉田らは ｢自己について対

象化,及び概念化ができ,自分自身の存在の意味や価値

について自分なりにはっきりさせることができる｣こと

を前提にし,調査対象を ｢相対的に自己意識の形成を果

たしていると考えられる4年生大学 3回生以上｣として

いるが, 1･2回生と3･4回生を比較した結果は出さ

れていない｡よって,本研究では, 1･2回生と3･4

回生との受容性の比較検討も試みたい｡

本研究は以下の仮説を検討することを目的とする｡

(1)身体像の満足度は先行研究と同様に性差が認められ

るだろう｡

(2)身体像の満足度と他者受容には正の相関関係がある

だろう｡

(3) 1･2回生と3･4回生とで自己受容,他者受容に

何らかの違いが見出せるだろう｡



-228- 人 間 福 祉 学 科

方法

1.対象

対象者は,大学生352名 (男子191名,女子161名)であ

る｡対象者の平均年齢は,20.9才で,その範囲は18才か

ら24才までであった (表 1)0

表 1 対象者め概要

男 子 女 子 全 体

1 ･2回 生 (人 )

3 ･4 回 生 (人 )

年 齢 の 梅 田 (才 )

年 齢 の 平 均

年 齢 の S D

82 61 143

118 110 228

18､ 24 18- 23

21.1 20.5

1.72 1.20

18- 21

20.9

1.51

2.実施期間

調査は,1994年11月から･12月に実施した｡質問紙に回

答を自己記入させ,その後回収した｡

3.質問紙

質問紙は自己身体イメージテスト,自己 ･他者受容尺

度という順に構成した (表･2,3を参照)｡

a.自己身体イメ｣ジテス■ト (SelfRatingBodylmage

Quetionnaire:SRBI)

忠井ら (1992)は,Berscheid&Hohnstedt(1973)

の身体イメージ検査と棄賀ら.(1986)のbodyimagetest

を参考にして,身体各部位の形態,機能あるいは身体イ

メージに関連すると思われる概念などを表す項目を選択

している｡続いて,対象者の⊥ 般的理解度を考慮しつつ,

難解であると思われる項目については平易な用語に改め

た後,予備調査を行い修正を経て最終的な項目を決定し

たという｡

このテストは,自己の身体に関する外表各部位の形態

イメージ,臓器の機能イメージ,身体の運動イメージ,

及び身体イメージに関連すると考えられる年齢,健康な

どのイメージの満足度を尋ねる寅間40項目で構成されて

いる｡評定は1 (不満)から5 (満足)までの5段階と

なっている (表2)｡

b.自己 ･他者受容尺度 (Acceptance6fSelfand

OthersScale)

Bergerは ｢自己受容｣に関する9つの定義と ｢他者受

容｣についての7つの定義に基づいて,Acceptanceofself

andothersscaleを作成している｡これは2つの下位尺度

から構成されている｡しかし吉田らは,彼の尺度は観念

的 ･抽象的な項目が多く,具体性に欠けると問題点を指

(4)

摘し,新たな尺度を作成した｡まずBergerの尺度につい

て大学生を対象に予備調査を行い,妥当性のない項目は

省き,被調査者から理解しにくいと指摘のあった項目に

ついては,一部翻訳を修正した上で,最終項目として用

いている｡また,彼の定義に基づいて大学生の対他者関

係において,観念でなく,日常の具体的行為として表出

する自己 ･他者の受容を測定する項目が必要と考え,独

自の質問項目を作った｡その際,定義として,Bergerの

自己受容の定義の中から ｢他者に′よる評価の客観的受

容｣,･他者受容の定義の中から｢自己と相異なる基準をも

つ他者の受容｣を採用している｡そして,この2つの尺

度を合わせて ｢自己 ･他者受容尺度｣とした｡なお,項

目の順番は筆者がランダムに構成した｡

この尺度は36の短文の項目からなり,2つの下位尺度

二日IEl受容尺度 (18項目),他者受容尺度 (18項目)に分

かれる｡評定は1 (全くあてはまらない)から7 (全 く

あてはまる)までの7段階となっている (表3)0

結果

1.括黒の処理◆

データ解析には統計計算ソフトSPSS-PC版 (大

阪市立大学生活科学部所属)を用いた｡結果は,各尺度

の項目の合計点を指標として捉えていきたい｡

a.身体満足度得点

･自己身体イメージテストの項目評定点の合計を ｢身体

満足度得点｣とする｡得点が高いほど身体満足度が高い

ことを表す｡評価点は40点から200点の間に分布する｡

b.自己受容得点

自己 ･他者受容尺度の下位尺度である自己受容項目評

定点の合計を ｢自己受容得点｣とする｡得点が高いほど

自己受容が高いことを表す｡評価点は18点から126点の間

に分布する｡

C.他者受容得点

自己 ･他者受容尺度の下位尺度である他者受容項目評

定点の合計を ｢他者受容得点｣とする｡得点が高いほど

他者受容が高いことを表す｡評価点の分布は自己受容得

点と同じである｡

d.受容全体得点

自己受容得点と他者受容得点を合計したものである｡

評価点は36点から252点の間に分布する｡得点が高いほど

受容性全体が高いことを表すが,自己受容が商いか,他

者受容が高いかを表すことができないのが限界点である｡

各得点の統計結果を述べていく際,便宜上 ｢合計点｣

と称することにする｡

なお,自己 ･他者受容尺度の項目のうちJl,J3,J4,
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表 2

Ⅰ.以下の40項 目について､今のあなたのイメー ジに最 も近い と思 うものを

1か ら5までの5段階の うちか ら選んで､各項 目･ごとに番号を○で囲んで

下 さい｡

l
不

満

2
や

や

不

満

2

2

2

2

2
一

2

2

…

2

り
ん
1
2

2

2

2

2
T
2

2

2

2

2
1
2

2

…

2

2
】
2

2

2

2

2
I
2

2

2

2

2
一

2

2

2

2

2

1

2
3

4

5
f6

7

8

9

川
一1l
l2

13
14

15
一16

17

18
19

2〇
一21

22

23
2
3
[26
27
28
29
迎

31
32
33

34
並

3･6
37
38

39

4

年

身
眼

お
腕
一膝

脚

体

肝

口
一肺

脳

筋
胸

ツ

ち

と

た
(

か

り

齢

長

の
し プ)のかたち

3
普

通

3

3

3

3

3

一3

3

3

3

3
一
3

3

3

3

3
1
3

3

3

3

3

t
3

3

3

3

3

一3

3

3

3

3

I3
3

3

3

3
一
3

3

3

3

3

4
や

や

満

足

4

4

4

4

4
㌃

4

4
｡
4

4
一
仁

4

4

4

4
1･4

4

4

4

4
｢

4

4

4

4
一
4

4

4

4

4
｢

4

4

4

4
｢

4

4

4

4

5
満

足

5

5

5

5

5

一
5

5

5

5

5

一
5

5

5

5

5

15

5

5

5

5

15

5

5

5

5

一5

5

5

5

5

一5
5

5

5

5

一
5

5

5

5

5

(

の

の
臓

)

ち

り

ざ

た
く

ひ
か

つ (プロポー ション)

の働 き
(くちびる

のはた らさ

のはた らき

肉の力

(バス ト､乳房)
経のはた らき

あご

鼻のかたち

食べ物の消化

体のスタ ミナ (体力)

体毛 (毛 の分布)

耳のかたち

横顔

排滑 (尿や大便)のはた らき

後 ろ姿
顔

顔色

足の力

分泌腺 ･(汗､唾液腺)のはた らき
頭髪

EiiZ!1日Ⅳり
1日馴り
釘飢u

声

健
腰

心

康
(ウエス ト)のかたち

臓のはた らき

錘垂
肩のかたち
■-
困

姿勢

皮膚
≡

)
)
)

)
)

⊂自己身体イメー ジテス ト (息井 ら､1992)よ りコ

(5)
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表3

Ⅱ.以下の36項目について､今のあなたに一番ぴったりするところを1から7までの7励管のうちから選ん
で､各項目ごとに番号を○で囲んで下さい｡

7
全

く
あ

て
は
ま

る

6
か
な

り
あ

て
は
ま

る

5
や
や
あ

て
は
ま

る

4
ど

ち
ら

で
も

な

い

3
や
や
あ

て
は
ま

ら

な

い

●

2
か

な

り
あ

て
は
ま

ら
な

l
全

-
あ

て
は
ま

ら

な

い

1)誰か知っている他人が一人で何かを成し遂げるのに困っていたら､

何をしたらよいかを教える｡

2)人の物の見方が自分と違っても､頭から拒否せずその人の考え方

を尊重する｡

3)人生において自分の望むことを得るのに助けになるなら､少しぐ

らいはかの人の感情を書してもよいと思う｡

4)あまり自分を普通だと思えないので､自分を普通だと感じたい｡

5)どんな時でもどんな人といても､なんだか自分自身について半信

半疑である｡

6)親しい他人が決定を下すのに困っていたら､どうしたらよいかを
教える｡

7)間違いだと自分が考えるようなことをする人でも､仲良くやって
いける｡

8)親の考え方に同意できなくても安心させたいので､親の考え方に
沿うような生き方をする｡

9)他人と言い争いになると､その人に対していらいらしやすい｡

1 V山HT

1 2

【≠村山

訓UV

4

4

1 2 3 4

H_】】

[川≠】

H≠】

1 2 3 4 5

1 2 3 4 RW山

H≠H

qJrn

ET<

F･､凸

【叫r山

Tn
u

rn

ー

ー

nHu

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 710)親しい他人の意見を正しくないと思うときでも､その人との関係
をまずくしたくないので反論をひかえる｡

ll)自分がどんな人と出会う場合でも､自分をその人より人間として

優れているとも劣っているとも思わない｡

12)自分に対して何か批判があったり誰かが何かを言ったりすると､

それを受け容れることができない｡

13)家族に自分のしたいことについてとやかく言われても､うるさが
らず家族の考え方をよく聞き理解しようとする｡

14)大勢の人たちの中では間違ったことを言うのをおそれるので､た

いていあまり話さない｡
15)たとえほかの人が自分を疑っているときでも､人間として自分の

価値を疑わない｡

16)大勢の人の前ではとても内気になるので､自意識過剰になってし
まう｡

17)生活の中である人たちについていろいろな感じ方を持つことがあ
るが､その人たちに対して悪いなという気がしてならない｡

18)他人があとで何か良いことをしてくれるのでなければ､他人のた

めに何かすることにはあまり利点があるとは思わない｡

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

(6)
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19)親の考 え方は気 に入 らないので､一方的に非難 した り反発 した り

す る｡

20)親の物 の見方が時代遅れだ と思 って も､親を非難 した りばか に し

た りしない｡

21)誰 といて もどんな時 にも､よ く劣等感 に悩 まされ る｡

22)将来何か問題が起 こった として も､何 とか対処 していけるとい う

自信がある｡

23)地位 の高い人か ら低 い人まで どんな人たちと一緒 にいて も､気 に

しないで振 る舞える｡

24)最後 には自分のことは自分で解決す るしかないのだか ら､他人の

ことをめったに心配 しない｡

25)親 しい他人に自分の意見を批判 され ると､その人の意見 には耳 も

か さず 自分の意見ばか り押 し通す｡

26)親 しい他人に自分の したことや考え方を批判されて も､無視せず

その人の意見をよく聞き理解 しようとする｡

27)家族に自分のしていることが認め られないと､安心 してそれに取

り組めなくなる｡

28)自分のしている ｢しこと｣に夢中になれるので､親 しい友達がい

なくて も悩むようなことはない｡

29)自分をほかの人と同 じレベルだと感 じているので､そのことが人

と良い人間関係を築 くのに役立っている｡

30)人に対 していろいろな感情と衝動をもっているけれど､それをご

く自然なものとして認められる｡

31)自分のまわりの何人かの人たちと親 しく交わるよりも､む しろ一

人でいる方が好きだ｡

32)人に誤解されるようなことがあって も､その人の人生に重大な影

響をもたらすような過ちをさせないように努める｡

33)何か自分の重要な目的を成 し遂げようとしている時､はかの人の

感情をたいてい無視する｡

34)人間としての価値を持 っている自分を他人が嫌 うような理由など

何 もないと思 うので､見知 らぬ人たちともこわがらずに会える｡

35)たとえよく知 らない人たちのためで も､ちょっとした親切をする

のが楽 しい｡

36)家族に自分の判断で決めたことを批判 されると､いらいらして自

分の意見ばかり言い張る｡
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Efn叩

2

.l削n

日払n

4

4

lM乱

Hn山

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

HV

同山

ET<

rn

Ti:

[n

6 7

6 7

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

6 7

6 7

6 7

6 7

6 7

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

6 7

6 7

6 7

亡日常鳶職尺度(青田ら､1992)よりコ

御協力有 り難 うございました｡

(7)
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J5,J6,J8,J9,∫lo,J12,J14,J16,J17,J18,J19,

J21,J25,J27,J31,J33,J36は逆転項目として処理し

た｡これは,文意がnegativeに解釈される項目のため,得

点が高 くなるほど受容性が高くなるように修正するため

である｡また本研究における ｢学年別｣とは2学年ずつ

まとめたもILOで,｢1･2回生｣,｢3･4回生｣ とする.

2.倍頼性

信頼性をCronbachのα係数で算出したところ,自己身

体イメージテストはα-0.91∴自己･他者受容尺度はα-

0.79,となり,信頼性は満たざれていると言えるだろう｡

3.身体満足度得点の.平均値の差の検定

身体満足度得点についてt検定を行ったところ,身体

満足度得点においで性差が認めろれた｡男子の方が,女

子より身体満足度得点は高いと言えるだろう (0.1%水

準)｡なお,学年差は認められなかった (表4)0

表4 身体満足度得点のt検定の結果 (性別)

得 点 名 男 子 女 子 t値 / d l

身 体 満 足 度 得 点 平 均 値 117.2 1 09.2 3. 9 3●H
SD 20･1 17･8 39O

N 191 161

●H pf.001

4.各合計点の無相関検定

(1)性別による無相関検定

果が得られた (表5)0

男女とも身体満足度得点と受容全体得点との間に正の

低い相関が認められた (男性0.1%水準,女性1%水準)9

また,受容性の下位尺度で見ていくと,男子は自己 ･他

者受容得点とも身体満足度得点と,また自己受容痔点と

他者受容得点とに正の低い相関が認められた (ともに0.

1%水準)｡女子は,身体満足度得点と自己受容得点,自

己受容得点と他者受容得点とに正の低い相関が認められ

た (ともに1%水準)0

表 5 各合計点の無相関検定の結果 (性別)

得 点 名 男 子 くN- 180) 女 子 (N王 151)

身 体 満 足 度 得 点 一 自 己 受 容 得 点

身 倖 満 足 度 得 点 - 他 者 受 容 得 点

自 己 受 容 得 点 一 他 者 受 容 得 点

身 体 満 足 度 得 点 - 受 容 全 件 得 点

0.31日' 0.30+''

0.24●●●

0.30日●● 0.20●●

0.39●= 0.24●●

●● pく.Ol

●●● pく.001

(8)

(2)学年別による無相関検定

次に学年別に無相関検定を行ったところ,以下の結果

が得られた (表6)0

3･4回生においては,身体満足度得点と自己受容得

点,他者受容得点において正の低い相関 (0.1%水準)

が,また1･2回生においては,身体満足度得点と自己

受容得点 (0.1%水準),身体満足度得点と他者受容得点

との間に正の低い相関が認められた (1%水準)｡

表6 各合計点の無相関検定の結果 (学年別)

得 点 名 l･i 回 生 3･l 回 生

身 体 満 足 度 得 点 ⊥ 自 己 受 容 得 点

身 体 満 足 _LE 得 点 一 嘩 暑 安 寧 得 点l

自 己 受 容 得 点 一 他 者 受 容 得 点

身 体 満 足 度 得 点 - 受 容 全 体 得 点

1･2回 生 n - 134､3･.4回･生 n ≠ 197

0.32''+ 0.37''.

0.21●●●

0.23'' 0.26'''

0.25●● 0.39●=

+' p(.Ol

+++ P(.001

5.身俺満足度HrL群によ卑自己受容,他者受容得点

の平均値の着の検定

(1)性別身体満足度H-L群による自己受容,他者受容

得点の平均値の差の検定

･男女ごとに身体満足度得点の高得点者,低得点者をそ

れぞれ250/.抽出し (･H群,･L群とする),自己･他者受容

得点の平均値の差を検討した｡その時果,男子は身体満

足度得点の高い者は,身体滞足度得点が低い者より自己･

他者受容得点とも高 く一,(0.1%水準),女子は身体満足度

得点が高い者は自己受容得点が高く (1%水準),他者受

容痔点は高い傾向 (10%水準)が認められた (表7)0

(芦)学年別身体満足度ローL群による自己受容,他者受

容待暮の平均値の差の検定･･一■■
次に,学年別に身体満足度得点の高得点者,低得点者

をそれぞれ25%抽出し (H群,L群とする),自己･他者

受容得点の平均値の差を検討した｡その結果,3･4回

生は身体満足度得点の高い者は,身体満足度得点が低い

(0..1%水準), 1･2回生は身体満足度得点が高い者は

自己受容得点が高く (1%水準),他者受容得点は高い傾

向にある (10%水準)と言えるだろう (表8)0

6.自己受容,他者受容得点の平均値の差の検定

自己受容 ･他者受容得点についてt検定を行ったとこ

ろ,性差は認められなかったが,学年差は認められ3･
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表 7 身体満足度得点のH群-L群によ･る･自己受容,

他者受容得点のt検定の結果 (性別)I

得 点 名

男 子

H群 L群

自 己 受 容 得 点 d ∫/ t値 93

平 均 値 80.7

S D 13.2

他 者 受 容 得 点 d E/ t位 83.a
l

平 均 値 82.7

S D 9.6

隻_書 巻 体 .得 点 d I/ t値 93

3.88●●● 79 3.14●●̀

l
lS.4 10.8 12.7

3.38'4'日 69.6 1.84̀ lI

74.7 8-I.1 77.6

13.3 11.9 7.19

4.62'+' 79 3.44日 '

平 均 値 163.5ニ144.0

S D 19.6 21.4

男 子 H 群 れ = 48､ L群 れ - 47

女 子 H 群 n- 41､ L 群 n- 40

･159.2 146.9

16.6 15.8

1日 ) yelchの 検 定

lr p<.10

●̀ pく.01

■●■ pく.001

表 8 身体満足度得点のH群-L群による自己受容,
他者受容得点のt検定の結果 (性別)

1 ･ 2 回 生 3 ･4 回 生

得 点 名 H 群 L群 H 辞 し 群

自 己 受 容 得 点 t値 3.19日

平 均 値 15.6 66.3

S D 10.8 13.8

他 者 受 容 得 点 t値 1.90◆

平 均 住 78.9 73.4

s D ll.9 12.i

受 容 全 体 得 点 t任 3.34●=

平 均 値 154.a ･-･139.7

S D 17.4 20.0

1･2回 生 H 群 れ - 38､L 群 れ - 33､d f- 69

3･4回 生 H群 n = 54､ L群 n = 52､ d I F 104

3.87●●●

81.8 71.9

12.6 13.6

2.52●●

82.2 77.8

9.5 8.6

4.16●●●

164.0 149.7

18.6 16.1

● p(.10

●● p(.01

●●● pく.001

4回生の方が 1･2回生 より自己受容得点 (0.1%水

翠),他者受容得点 (1%水準)とも高いと言えるだろう

(表9)0

考察

1.身体満足度について

(9)
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表9 自己受容,他者受容得点のt検定の結果 (学年別)

得 点 名 1 ･ 2 回 生 3 ･4 回 生 t僅 / d I

自 己 受 容 得 点 平 均 値 71.0

S D ll.9

N 142

他 者 受 容 得 点 平 均 ■値 76.5

S D 10.9

N 140

76.0 3.63●●●

13.0 346

206

79.6 2.75●●l )

9.4 268.6

205

日 ■elchの 検 定

.+ p(.01

°●● pく.001

身体満足度得点は,女 子は男子より有意に低い値を示

した｡このような性差がどの時期から生じるのか｡忠井

ら (1993)の発達的に行った研究によると,小学校 4年

時には男女 ともほぼ同じレベルの身体像をもっているが,

中学校 1, 2年時になると性差が認められるという｡つ

まり,身体像は男女とも10才前後に大きな変容を認め,

それ以後少なくとも思春期までは変動しないということ

であろう｡この時期はいわゆる第 2次性徴の時期にあた

り,特に女性では体型も丸みをおび,心身ともに著しい

変化が認め･られる時である｡また,身体像の変化はネガ

ティブな方向に男女とも変化するが,-特に女子において

著明であったという丁.従って,女性にとってこの時期ゐ

身体的変化が身体像認知の評価に大きく関わっているも

のと推定される｡これは,摂食障害は圧倒的に女子に多

いということにも関連があるように思われる｡男子の身

体満足度が相対的に高かったことについては,｢男子の場

令,青年期後期にはいれば課題ははっきり肉体から自分

の生きざまへとうつる (笠原,1977)｣ことと関係がある

のかもしれない｡また,身体満足度において学年差が認

められなかったのも,青年期後期におけるわずかな年齢

差よりも,それ以前の思春期,或いは性差が身体像には

問題になると思われる｡

2.自己受容 と他者受容について

自己受容,及び他者受容においては有意な性差は認め

られなかった｡また,自己受容得点より他者受容得点の

方が平均値が高いという結果は性,学年を問わず見られ

た｡Berger,服部らは女性の方が自己受容得点より他者

受容得点が高い傾向を見出しており,本研究の結果は先

行研究の結果 とは異なるものである｡今回性差が認めら

れなかったのは,日本の社会においては自己主張せず他

者に同調する傾向があるが,･それが他者受容得点の高さ

となって表れていると推測される｡
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性差は見出されなかったが,~自己受容,他者受容の両

得点において学年差が認められた｡いずれも3･4回生

が 1･2回生より得点が高かった｡これは序章において

述べたように ｢1･2回生より3･4回生の方が自己に

ついての対象化,及び概念化,存在の意味や価値につい

てはっきりさせることができ,自己意識の形成を果たし

ている (吉田ら,1992)｣と考えられる｡

加藤 (1977)は,自己受容度が男子において中学,高

校,大学という年齢発達に伴ってU字傾向になるのに対

して,女子では下降傾向になることを明らかにしている｡

また梶田 (1980)は,女子の場合,中学,高校となるに

従って自信や自己受容よりも他者のまなざしの意識が上

回ってくると述べている｡

これについては,｢適度に自己受容している人は,自己

への信頼感が他者への信頼感につながり,これがその人

の他者への肯定的態度の基盤になっているのではないか｡

(田中,1988)｣,｢自己受容性は,他者を自己と同一視す

る機能をもっているのではないか｡そのため,自己受容

している人は,他者に対しても受容的になるのであろう｡

(式部,1983:岩下,1988)｣,｢自己受容している人は,

自己探究から解放される,それに伴い,自己の外側に関

心を向けることができるようになる｡(Walter,1977)｣

ということを支持するものと思われる｡

Fromm (1947)は,近代文化においては,自己自身に

対する愛は利己主義と同義であり,他人への愛とは矛盾

すものであるという考えが存在することを述べ,その誤

りを強調した｡彼は,｢自己への愛と他人への愛が互いに

両立しない,二者択一的な問題として扱われるのは本来

矛盾したことである｡人間としての自己自身の成熟と独

自性の尊重は他人への尊重と理解から切 り離せない｡自

己自身に対する愛と他人に対する愛は不可分離に結びつ

いている｡自己を愛することのできない人は他人を愛す

ることができず,自己拒否は他の個人や集団に対する敵

意の要因として作用する｣ と述べている.0

今日,自己受容性は生きていることを実感し,自己の

もてる能力を発揮している状態である心理的健康の指標

の 1つ に数 え られ て い る (Jahoda,1958:土 田,

1969)｡しかしながらその一方で,極めて高い自己受容(過

剰自己受容)状態にある人は,適度な自己受容状態にあ

る人と比べて,必ずしも良好な対人関係をとることがで

きないことも指摘されている｡これは,過剰自己受容は･,

自己不信に対する防衛的態度のあらわれであり,必ずし

も心理的に健康な状態を表すものではない (Block&

Thomas,1955)と考えられるだろう｡

3.身体像と自己受容,他者受容との関係

性別に捉えると,身体満足度得点と自己受容得点,自

己受容得点と他者受容得点は男女とも相関があった｡こ

れは,先行研究の結果を支持するものである｡今回問題

とした,身体満足度得点と他者受容得点は男子のみ相関

が認められた｡

また,性別 ･学年別においては, 1･2回生女子はい

ずれも相関が認められず,その他のグループについては

身体満足度得点と自己受容得点において相関があった｡

しかし,身体満足度得点と他者受容得点においては3･

4回生男子のみ相関が認められた｡一方で,身体満足度

得点が高い者と低い者 (上位 ･下位群各25%)を比較す

ると,H群はL群より自己受容,他者受容得点とも高い

ことが見出された｡身体満足度と他者受容の相関関係は

男子において見出されたわけだが,逆に女子に認められ

なかったのは,何故だろうか｡

｢自己｣ が ｢身体｣を馴染み難いものとして最も強く

意識するのは,青年期と中年期においてであると思われ

る｡中年期と異なって青年期においては ｢身体｣がなお

可能性を秘めているにもかかわらず不本意なものとして

体験されるという｡青年期の ｢自己｣ と ｢身体｣とのこ

のような関係は,身体の変貌を希求する摂食障害や自己

視線恐怖症などが好発することや心身不全感にもとづく

身体症状が多発することを裏づけているように考えられ

る｡

青年期を対象とした臨床場面では,このような自己の

身体へのこだわりが病態の中心をなす症例に遭遇するこ

とが多いと思われる｡青年期は自我に目覚める時期であ

り,親からの精神的分離,他者との優劣関係,帰属集団

内での自己の存在意味などを巡る葛藤が行動症状の背景

を成している｡また,青年期の神経症は他者に対する自

己の在り方が過度に意識され,他の年齢層よりもはるか

に強く身体 ･行動化の側面と結びつき,その面での症状

を表出することが多いと言える｡例えば,対人恐怖症が

その1つで,青年期に多い病態としては赤面恐怖,視線

恐怖,自己臭恐怖,醜貌恐怖等がある｡また,これら自

己の身体に関する強迫性の苦痛と,同時にそれが他者に

不快を与え,その結果として他者によって嫌われ避けら

れるという関係妄想確信をもつ思春期妄想症という疾病

も最近注目されている｡

これらは日本人特有の心性に関連があるように思われ

る｡日本人の対人関係では,独立した個人と個人の対等

な関係があるのではなく,相互の間柄によってその場が

規定されるという｡要求を通すためには,意見を戦わせ

るよりも,調和をはかり,対人関係を円滑に保つことが

(10)
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重要となる｡そのため直接的な言語表現よりも,気持ち

を察するとか,暗に示すというかたちでコミュニケーシ

ョンが行われているようである｡

ところで,自己概念 (self-concept)は ｢その人自身の

パーソナリティの全体的･包括的な評価 (Bruno,1986)｣

と言われている｡そして,その自己概念の質的分析視点

が自己受容の問題だと考えられている (McCandless,

1970)｡大学生女子を対象として,身体像(容姿,プロポ

ーション)に対する満足度が自己の ｢自信｣と関係して

いるという研究結果がある (大堀 ･越智,1993)が,こ

れは,自己の外表面の身体像と自信が正の相関を示して

いることになり,本研究は異なる結果を見出したことに

なると言えよう｡

秋山 ･藤本 (1990)は ｢自己と身体に関する問題は,

身体像を通して最ら明らかとなってくる｡何故ならば身

体像 とは r心理的経験 としての身体 と関連 した もの

(Fisher,1963)｣であり,自己像自己概念と密接な関わ

りをもっているからである｡｣と述べている｡また,木村

(1978)は,｢自己は本来自己とは異質の存在性格をもつ

身体を 『所有｣することにおいてしか,自己として現実

に 『存在』することができない｣と述べている｡これら

のことからも,身体像と自己 ･他者受容 とに関係がある

と言えよう｡

今後の課厘

今回,身体像 ･受容性を合計点で検討したが,今後は

項目別にも捉えていきたいと思う｡また,自己受容と他

者受容において 1･2回生と3･4回生とに差が見出さ

れたことについては,その解釈が十分にできなかったの

で,説明概念を考慮することを課題 としたい｡

身体満足度については,斉藤 (1985)は青年期前期に

おける性役割意識との関連性を報告しており,また柴田

は,対人行動との関連を調べた結果から,身体満足度に

は自己の男らしさ･女らしさに対する満足度が反映され

ている可能性を示唆している｡身体満足度に,性別身体

像が大きな影響を与えていることが推察される (柴田,

野辺地,1991)｡山口 (1989)は,男子は自分の身体をあ

まり意識していない,或いは気づいていないが,女子は

どこか不穏な身体を意識することが多く,またそれだけ

身体に近いところにいるとも考えられると述べている｡

身体像は男女それぞれに固有の構造を有する (依田 ･野

辺地,1991)と言えよう｡今後は男女別に身体像の因子

構造を捉えていきたいと思う｡

川岸 (1972)は,大学 2回生男女を被験者として,自

己受容,他者受容について研究した｡(この研究における

(ll)
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他者受容の測定は,被験者にとって初対面の男女 2名に

登場してもらっっている)｡同性の他者を見る時には,自

己受容と他者受容は関係があるが,異性の他者を見る時

には,有意な関係がみられなかったという｡また,女性

の場合,他者を評定する時,男性よりも自己に対する態

度を反映させる傾向が強いことを見出している｡単に他

者受容ということでなく,他者受容の対象を異性,同性

と区別して身体像との関連を研究したい｡
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Summary-

Thepurposeofthisstudywastoexaminethefollowinghypotheses;(1)thesatisfuctionofselfbodyimageshows

higherscoreinmalestudentsthanfemale.(2)thereispositivecorrelationbetweenthesatisfuctionofsel宕body

imageandacceptanceofothers.(3)therearesomedifferencesofacceptanceofselfandothersbetweenthe

freshman,Sophomorestudentsandthejunior,Seniorones.TheauthorusedSelfRatingBodyImageQuestionnaire

(SRBI)andAcceptanceofSelfandOthersSca･leto352collegestudents.Theresultswereasfollows:(1)the

satisfuctionofselfbodyimageshowedsignificantdifferenceint-test;higherscoreinmalestudentsthanfemale.

(2)thestudentswhohadthehighscoreofthesatisfuctionofselfbodyimagewasrelatedtothehighscoreof

acceptanceofothers.(3)thejunior,Seniorstudentsobtainedhigherscoreofacceptanceofselfandothersthan

freshman,sophomoreonesinトtest.
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